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●ガバナーメッセージ 第2550地区ガバナー鈴木 宏 .

親愛なるクラブ会長幹事の皆様

暑い中での地区大会へのご参加ありがとうござ

いました。

今回は世界で一番早い地区大会でした。そして

田中作次RI会長に対しまして、私たちは誇りを持

って「All栃木」でこの一年間を通して応援して

いきましょうという確認の場でもありました。RI

会長代理にはRID2500の小船井修ーPDG様、地区

指導者研修セミナーにはRID2520の桑原茂PDG様

のお二人に来て頂きましたこと地区として大変名

誉なことと理解しております。この若き日本ロー

タリーのリーダーにお話をお聞きできましたこと、

皆様の宝となることと信じております。

私はロータリーの世界では、理論は必要とされ

ないと思います。それは私たちが毎週例会に参加

することによって、自然に 「サーヴィスの理念ー”

ideal of service'’」が身についていくからです。

会員の皆様は、企業の経営者です。同じ経営者

同士、気が合い、仲良くなります。しかし異業種

交流会や他の団体との大きな違いは、「例会」の

あり方だと思います。それでは、どこが違うのだ

ろうと思われることでしょう。その辺りのお話し

をしたいと思います。例会に臨む「心の在り方」

一つによって、人生が変わっていくといっても過

言ではないと思っています。

会員の方々は、社会の期待する様々な 「仮面—

ペルソナ」 を被って生活をしています。

「ペルソナ」とは、「役者の被る仮面」のことで

すが、家庭での父親や母親としての顔・ご自分の

会社の社長としての顔・協会の会長としての顔な

ど集団での「役割」を例えています。これは、あ
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News 
主要行事

8月 4日（土）第1回地区運営委員会

8月 5日（巳）インターアクト年次大会

8月19日（日）クラブ米山委員長会議

8月26日（日）第4第5グループ IM 

9月23日（日）第3A・Bグループ IM 

9月30巳（日）第1回会長幹事会
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くまでもその人の「人間性」とは違います。

私たちは例会場の入り口で、浮世で身に付けた

企業の大小・社会的地位・名誉・金銭の多寡などの

「ペルソナ＿仮面」を受け付けに預け例会に参加

します。そこには、もう一つ大切なものがありま

す。 「ペルソナ—仮面」の意味する別な側面です

が「相手に対します『先入観』も脱ぎ捨てていく」

ということです。

そうしますと厳しい社会から一転、例会の場が

「平等かつ唯一競争のない空間」になり、会員の

心はリフレシュしてかつて野山で遊んでいた頃の

「少年の心」に戻れます。

「少年の心」に戻った時に、自分を絶対視しな

い人は「謙虚」で、周りの人にもソフトに接する

ことが出来ます。「絶対」がないので、「上質な品

格」が醸し出されてきます。だから、私もメーク

ァップをさせて頂きますと、会員の方々で特に先

輩方の温かさを感じる「上質な空間」が存在する

クラブが地区内にはあります。当然ではあります

が、平等平等とは言っても先輩方に対する尊敬の

念がそこには深く流れています。このようなクラ

ブの例会では本当に「心が洗われる時間」を過ご

すことが出来ます。このようなクラブには、当然

理論など必要はないと思います。

職業も生まれも育ちも違い、そこから生まれる

人生観も違うこのような「矛盾」との出会いの場

で、「お喋り」をすることによって「あぁそうゆ

う考えもあるのか」「俺とは違うけど、また仲良く

やろうな」と、初めて「受容の心」が生まれてく

ると思います。

この「相手を認める心」の形成、これによって

思弁的概念としての「自利午利他」というロータ

リーの「サーヴィスの理念ー’'idealof service”」

を自然にかつ無意識に私たちは会得できるわけで

す。

例えロータリー活動に熱‘いではないロータリア

ンであっても、皆様のお話を聞いているだけで、

自分との違いを感じているはずです。それでも、

この例会の中で「共生」している訳ですから、「相

手を認める心」が形成されていくはずです。

「仮面—ペルソナ」を外して例会に参加し、「共

に生きていく」ことによって得られた「相手を認

める心」や思弁的概念としての「自利与利他」の

心、それらは家庭生活、職業生活、やがては広く

地域社会に還元され、無意識のうちに影響を与え

ていくと思います。

まずは、「仮面ペルソナ」を例会場の受付でお

預けください。そこから全てが始まります。

.〗各委員長方針および就任あいさつ • 
クラブ奉仕委員会委員長 1i}l| 川1リ｝ （鹿沼東）

『PEACEthrough SERVICE』を掲げ田中作次国際ロータリー会長が誕生し、

『奉仕を通じて平和』もたらすため積極的活動をすべての人 家族 クラブ

地区 地域そして国から始まると説いていますし、「各クラブに元気がない

と目標達成は出来ない。」と鈴木宏ガバナーも話しています。

元気なクラブの源の1つは会員増強であり、会員のために良質な新しい出

会いを保証する事はロータリークラブの責務でもあります。2013年には規

定審議会があり当地区からは瀬下龍夫Pガバナーが議決に参加されます。ク

ラブ運営は、ルールにそって厳格に運営する事も必要ですし、楽しい例会

を毎週開催することも重要な課題です。当委員会は、会員増強の実践的な

情報、規定審議会の議決事項の正確な伝達、例会運営の良質な事例の発信

などを実施したいと思います。一年間よろしくお願い致します。

一Governor'sMonthly Letter 



地域社会奉仕委員長 中島 恭三（足利東）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今年度は、「未来の夢計画」新補助金プログラムの計画年度にあたります。

本委員会は、これを踏まえ、長期的視野に立ち、日本国内および国際社会

の各地域のニーズに応じた社会奉仕を中心に、以下の活動を行います。①

東日本大震災復興支援をはじめとする国内外の社会奉仕活動。②新地区補

助金及びグローバル補助金プログラムの策定。③国際親善、ロータリー友

情交換、友好•姉妹クラブとの交流。④青少年育成。

プロジェクトはクラブ主体が本来ですが、委員会は求めに応じ、地区主

導も視野に入れ、立案・企画・運営•他クラブとの調整など、プラン実現に向

けて積極的に支援と推進を行います。

新世代奉仕委員会委員長 ド矛Pi 血女）ミ （宇都宮南）

ロータリー米山記念奨学会
委員会委員長

新世代のためのRI常設プログラムには、ロータリー青少年交換、ロータ

リー青少年指導者育成プログラム (RYLA)、インターアクト、ローターア

クトがあり、地区では各委員会を組織して各クラブを支援しています。し

かし活動の基本は各クラブです。

また地区青少年プログラムの協同活動「クロス・プロモーション」を強く

推進するように要請します。各クラブの新世代関連委員会においても同じ

ことが言えます。

そして委員会の行事に参加するロータリアン・関係者に「虐待およびハラ

スメントの防止」の周知をお願いします。9月の「新世代のための月間」だ

けでなく、常に「ロータリアンは新世代の模範」を示して行きましょう。

今年のテーマ「奉仕を通じて平和を」の具体的行動である世界平和会議

（広島）に新世代には多数参加してもらいたいと思っています。

恩田 光憲 （宇都宮西）
................................................... 

当地区には板橋敏雄（公財） ロータリー米山記念奨学会理事長、羽石光臣

理事・カウンセラー、落合雅雄評議員がおられます。また、辻学友委員長を

はじめ、有能な地区委員の皆様と協力し活動していきたいと思っています。

鈴木ガバナーの方針に従い活動します。①多くの奨学生の支援・奨学生と

の身近な交流、②普通寄附1,000円アップのお願い、③クラブが立てた寄付

目標の達成、④地区平和フォーラム・世界平和会議への参加、です。皆様へ

のお願いは、奨学生と積極的交流していただくことにより、奨学生のみな

らず、ロータリーの方々にも米山の意義をより理解して頂きたいというこ

とです。そして寄付を増進して下さればと思います。世話クラブ以外でも

学友・奨学生を卓話に呼んでください。どうか宜しくお願い致します。

Governor's Monthly Letter DIii 



・〗第2550地区クラブ会長・幹事紹介

I 第1グループ I 

‘ 
（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹 事） （ク ラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

潮田賢治福田保男 秋間 忍吉光寺政雄 塗茂哲治森英夫 佐藤正勝八木英子

l 大田原中央

（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

堀江秦平國分仁臣 菊池 悟手塚秀男 天野雅彦森本敬三

第2グループ

烏山

―̀-（ク ラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事）

堀江竜也棚橋誠一郎 小野好史佐藤 宣人 伊藤幹夫和気一巳 川又茂三 佐藤宜人 片野慎雄鈴木章夫

し一ー 第3グループA

（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事）

喜谷辰夫松井公彦 村上龍也床井健一 齋藤 隆林田鐵弥 粕谷明弘高岸伸二 岩村重雄加藤紀夫

l 第3グル―ープB― - ---——----—-------_-_:---

- --●  •—------- -- ----

宇都宮東 I I 

（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

坂田早苗田嶋章夫 荒井健次小林 裕 渡邊恒彬大関公麿 内山浩志江口亜子

--- - -- -------

第4グループ ＿1 

真岡 I I 益子 I I 真岡西 I I しもつけ

,;;;.--,-響--.. J 
（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹 事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

石田順一宇賀神裕一 松崎 融大畑和広 上野 裕日下田真美 公文初江山本郁夫一Governor'sMonthly Letter 



ロ・
I 第5グループ 一I 小山中央 I 

• 
（クラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

塚原 勉佐野智浩 神山 宜久福島 久雄 石崎雅英関 克美 津釜 誠一曽篠安博 岩瀬剛之石暗 篤

第6グループ 一
s¥ 

（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事）

大木 洋福富 正浩 岩下 栄一 川嶋武美 茂木 宏之刀川 清満 舘野功橋本徳雄

第7グループ

-A' 

（ク ラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

岸野 稔 三ツ山一明 狐塚 泰久日向野脩弘 吉澤克祐手塚正紀

鹿沼中央

（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

箱島隆司 蔦田好一 岩本文雄 石川 健一 小野 吉正福田 幸希

I 第8グループ

（ク ラプ会長）

根本 茂

現第7グルー
ブガバナー補
佐福田 正和

（鹿沼東RC)
様病気療養の

ため石川昭男

様（鹿沼東RC)と交代となり
ますので、ご報告いたします。

なお、石川様は、クラブ奉仕

委員長と兼任となります。

/ 

一

一
---- -- ·- ~ -・-―-9 9_  ＿・・ - -• （クラプ会長）

櫻木 宏紀
（クラプ会長） （幹事） （ク ラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事）

戸塚 守 地斎和雄 荻野純三大塚真司 飯島能武夫飯塚 力

1 第9グループ ロー1 右舟 I 

（クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （幹事） （クラプ会長） （クラプ会長） （幹事）

鈴木 幸男菊澤洋之 八下田幸三 駒形忠晴 高澤茂夫酒井 学 佐瀬修一 石塚辰次林 慶仁

Governor's Monthlly Letter閾■



・〗 第2550地区新入会員紹介

きくち いさお

菊池 功
（宇都宮南RC)
株式会社八幡
会社役員

平成24年6月13日入会

ロータリー精神に則り、残さ
れた人生、有意義に過ごした
いと思います。

ト、

っスたけ しんいち

植竹伸一
（壬生RC)
獨協医科大学
事務局長

平成24年4月1日入会

諸先輩のご指導を頂き医療の
町壬生への側面サポートに努
力致したいと思います。

おおくま さだお

大熊貞雄
（馬頭小川RC)
ホテル美玉の湯
支配人

平成24年6月27日入会

地域発展のために微力ながら
努めてまいりたいと思います。

しまだ たつお

嶋田辰雄
（宇都宮南RC)
（有）シマダ建設
代表取締役

平成24年6月13日入会

ご指導よろしくお願いします。

の f: かずろう

野田和郎
（宇都宮西RC)

株式会社ハヤブサドットコム
代表取締役

平成24年4月26日入会

これからよろしくお願いしま
す。

なかむら ひろみ

中村仁美
（西那須野RC)

日本生命保険相互会社宇都宮支社那須営業部
営業部長

平成24年4月10日入会

女性のような名前ですが身長
188cmの男性です。

きむら ひろし

木村 浩
（佐野RC)
佐野信用金庫
理事長

平成24年7月2日入会

皆様のご指導の下、活動して
まいりたいと存じますので宜
しくお願い致します。

わたなぺ ひろゆき

渡部浩幸
（宇都宮西RC)

東日本電信電話株式会社栃木支店
ビジネス営業部長
平成24年4月26日入会

入会できて光栄です。積極的
に活動する所存ですのでご指
導のほどお願いします。

おおた ひとし

太田 仁
（西那須野RC)
株式会社太田建設
代表取締役

平成24年4月3日入会

4月に入会しました。
よろしくお願い致します。

上

わかいろ

若色トシ
（栃木RC)
（株）若色商会
代表取締役

平成24年5月30日入会

皆様のお力添えを頂き乍ら
ロータリー精神に基づきやっ
ていきたいと思います。

わたなべ はるひこ

渡辺春彦
（宇都宮西RC)

東武トラベル株式会社宇都宮支店
支店長

平成24年4月26日入会

絆を大切に活動をしてまいり
たいと思っております。よろ
しくお願いいたします。

＜ぽ せいいち

久保世一
（西那須野RC)
株式会社久保重機建設
代表取締役

平成24年4月10日入会

代表就任10年の節目で社会奉
仕実践に参加します。

． 

かわしま けんいち

川嶋健市
（壬生RC)
株式会社北研
代表取締役

平成24年4月1日入会

きのこの種菌製造販売を営む
（株）北研の代表をしています。
宜しくお願い致します。

たべい じゅん

田部井純
（宇都宮RC)

束京ガス（株）宇都宮支社
支社長

平成24年5月31日入会

最も歴史ある宇都宮ロータリ
ー・クラブに入会させて頂き
光栄です。頑張ります。

こなり かずなり

小中一成
（西那須野RC)

株式会社 KMクリニック
代表取締役

平成24年5月8日入会

社会への貢献と意識の向上を
目指し、勉強させて下さい。宜
しくお願いします。

物故会員 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りIliしあげます。

住所変更

物故平成24年5月21日享年75歳
たか の まさぷみ

高野雅文様（馬頭小川RC)

■ロータリー歴
2003-2004年度地区委員
2005-2006年度 クラブ副会長
2006-2007年度 クラブ会長

■財団、米山記念奨学会などの寄付歴
2003年度 第1回米山功労者
マルチポールハリスフェロー（旧、準）

物故平成24年5月25日享年83歳

福嶋寿克様 （宇都宮RC)

■ロータリー歴
地区役員 1974-1975年度広報委員
当クラブ 1972-1973年度 プログラム委員長

1974-1975年度 国際奉仕委員長

■財団、米山記念奨学会などの寄付歴
ロータリー財団
ポール・ファリスフェロー 1746.21$ 

青少年交換委員の佐々木隆様の会社の住所が下記のように変更になりました。

旧 〒320-0832 宇都宮市日の出1-6-17 → 新 〒320-0821 宇都宮市一条2-9-30 本多ビル2FB室

宇都宮陽南ロータリー・クラブ（下記、午後7:00からの夜間例会に変更します）

例会時間変更のお知らせ 7/26（木）、8/30（木）、9/13（木）、9/20（木）、 10/11（木）、10/18（木）、 10/25（木）

メイキャップは、クラブヘ事前に時間を確認して下さい。

■ Governor's Monthly Letter 



.〗 国際ロータリー第2550地区 5月 •6月会員増強・出席報告 ニ・
5月出席率 会員数 6月出席率 会員数

分
クラブ名 2011年 内女性 2011年区 例回数 今月 平均 7月1日 5月 入会 退会 通算増 通算減

増減
鴫云貝ー 例回数 今月 平均 7月1日 6月 入会 退会 通算増 通算減 増減

大田原 3 9451 8995 34 33 

゜゚
1 2 -1 2 5 9451 9033 34 33 

゜゚
1 2 -1 

黒礎 4 9230 9276 43 42 

゜゚
2 3 -1 2 4 8210 91.87 43 42 

゜゚
2 3 -1 

： プl 

西那須野 4 8529 8884 39 42 

゜゚
5 2 3 

゜
4 9056 8898 39 37 

゜
5 5 7 -2 

黒羽 3 95.83 9445 16 16 

゜゚ ゜゚ ゜
1 5 9625 9460 16 16 

゜゚ ゜゚ ゜那須 4 80.39 7480 12 13 

゜゚
1 

゜
1 2 4 82.69 7546 12 13 

゜゚
1 

゜
1 

塩原 5 6888 7047 ， ， 
゜゚ ゜゚ ゜゚

4 71 87 7059 ， 8 
゜
1 

゜
1 -1 

大田原中央 4 7200 7564 27 28 

゜゚
1 

゜
1 2 4 7600 7567 27 28 

゜゚
1 

゜
1 

烏山 4 9583 94 78 12 12 

゜゚ ゜゚ ゜
1 4 9583 9487 12 12 

゜゚ ゜゚ ゜! 
氏家 4 9239 8913 23 25 

゜゚
2 

゜
2 

゜
4 8587 8886 23 25 

゜゚
2 

゜
2 

矢板 4 41 80 55.78 28 28 

゜゚ ゜゚ ゜
4 4 5025 5532 28 28 

゜゚ ゜゚ ゜馬頭小川 4 9211 8602 21 18 

゜
1 

゜
3 -3 

゜
3 9211 8653 21 18 

゜゚ ゜
3 -3 

高根沢 4 8050 79.82 18 18 

゜゚ ゜゚ ゜゚
4 84 70 8023 18 18 

゜゚ ゜゚ ゜

！ 
宇都宮 4 71 20 75.54 87 93 

゜゚
16 10 6 

゜
4 7390 7540 87 91 1 3 17 13 4 

宇都宮西 4 8704 8770 68 69 

゜゚
4 3 1 

゜
4 87 49 8768 68 67 

゜
2 4 5 -1 

宇都宮北 4 7801 8080 45 49 

゜゚
4 

゜
4 

゜
4 7898 8065 45 46 

゜
3 4 3 1 

宇都宮90 4 91.68 88.70 40 39 1 

゜
2 3 -1 4 4 9403 8914 40 40 1 

゜
3 3 

゜宇都宮陽北 4 9033 8583 29 30 

゜゚
2 1 1 3 4 8571 85.82 29 30 

゜゚
2 1 1 

! 
宇都宮東 4 91 09 9299 92 95 1 

゜
5 2 3 

゜
4 9405 9307 92 94 

゜
1 5 3 2 

宇都宮南 5 91 18 8490 45 44 

゜゚
1 2 -1 

゜
4 9468 85.72 45 43 2 3 3 5 -2 

宇都宮陽東 2 65.00 77 35 42 40 

゜
1 1 3 -2 

゜
4 8400 7790 42 40 

゜゚
1 3 -2 

宇都宮陽南 4 7656 8923 17 16 

゜゚ ゜
1 -1 2 4 9375 8961 17 16 

゜゚ ゜
1 -1 

! 
真岡 4 8630 8852 51 52 

゜゚
2 1 1 

゜
4 8800 8848 51 51 

゜
1 2 2 

゜益子 4 8320 91 54 29 27 

゜゚ ゜
2 -2 

゜
4 92.20 91.59 29 27 

゜゚ ゜
2 -2 

真岡西 4 7983 8543 37 37 

゜゚
4 4 

゜
6 4 9000 8581 37 36 

゜
1 4 5 -1 

しもつけ 4 9333 9251 33 32 

゜゚ ゜
1 -1 8 5 9533 9275 33 31 

゜
1 

゜
2 -2 

! 
小山 4 9865 97 83 38 37 

゜゚
2 3 -1 

゜
4 9660 9773 38 34 

゜
3 2 6 -4 

小山南 5 9900 9722 19 20 1 

゜
1 

゜
1 3 4 98 75 9735 19 20 

゜゚
2 2 

゜小山東 3 91 67 8847 33 32 

゜
1 

゜
1 -1 

゜
5 9063 8865 33 32 

゜゚ ゜
1 -1 

小山北 4 78.01 7976 23 24 

゜゚
1 

゜
1 

゜
4 8333 8006 23 24 

゜゚
1 0 1 

小山中央 4 8000 7669 22 21 

゜゚ ゜
1 -1 1 4 8400 77 30 22 21 

゜゚ ゜
1 -1 

［ 
栃木 4 9300 87 50 34 36 1 

゜
3 1 2 1 4 81 60 8700 34 35 

゜
1 3 2 1 

栃木西 4 8438 8843 33 33 

゜゚
1 1 

゜゚
3 8272 8795 33 33 

゜゚
1 1 

゜壬生 4 6499 64 72 19 19 

゜゚
2 2 

゜
2 4 6242 6453 19 17 

゜
2 2 4 -2 

栃木南 4 81 00 8545 30 30 

゜゚ ゜゚ ゜
5 4 9040 8587 30 30 

゜゚ ゜゚ ゜E3 光 3 7667 7288 24 23 

゜゚ ゜
1 -1 5 3 8042 73.50 24 23 

゜゚ ゜
1 -1 

[ 第ブ7l 鹿今 沼市

4 6628 7217 62 66 

゜゚
5 1 4 1 4 8373 7313 62 63 

゜
3 5 4 1 

4 91 08 9056 41 42 

゜゚
1 

゜
1 

゜
4 91 67 9065 41 42 

゜゚
1 

゜
1 

鹿沼東 4 8354 8951 43 42 

゜゚ ゜
1 -1 1 4 9068 8961 43 42 

゜゚ ゜
1 -1 

粟野西方 3 9440 9200 13 12 

゜゚ ゜
1 -1 1 5 95.00 92.25 13 12 

゜゚ ゜
1 -1 

鹿沼中央 4 81.04 84.38 27 29 

゜゚
2 

゜
2 2 4 81 03 8410 27 29 

゜゚
2 

゜
2 

今市きぬ 4 9286 91 03 27 28 

゜゚
2 1 1 1 4 99.11 91.70 27 27 

゜
1 2 2 

゜! 第足 利
3 75.64 73.30 36 36 

゜゚
2 2 

゜゚
5 6942 7298 36 35 

゜
1 2 '-' C’ -1 

足利東 3 7068 7518 58 58 

゜゚ ゜゚ ゜
8 3 74.50 7513 58 56 

゜
2 

゜
2 -2 

足利西 4 81 65 8013 13 15 

゜゚
2 

゜
2 

゜
4 8500 8053 13 15 

゜゚
2 

゜
2 

足利わたらせ 4 10000 9682 28 31 

゜゚
3 

゜
3 

゜
4 10000 9709 28 31 

゜゚
3 

゜
3 

第i 9 佐怠 野生

4 78.80 87.22 60 66 

゜゚
7 1 6 

゜
4 9430 87 81 60 62 1 5 8 6 2 

4 8670 8847 32 32 

゜゚
1 1 

゜゚
4 8520 8820 32 32 

゜゚
1 1 

゜田沼 3 8913 8946 36 38 1 

゜
2 

゜
2 

゜
3 91 70 8965 36 38 

゜゚
2 

゜
2 

佐野東 4 8977 8805 22 22 

゜゚ ゜゚ ゜゚
4 8977 8820 22 22 

゜゚ ゜゚ ゜岩舟 4 6600 6995 21 21 

゜゚ ゜゚ ゜
1 4 7600 7046 21 21 

゜゚ ゜゚ ゜5 0 R C 8343 8441 1691 1720 5 3 90 61 29 69 8626 8457 1691 1686 5 39 96 102 -6 

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年
記念事業の一つとして1970年に創立された皆
様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料

など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利
用に備えております。閲買は勿論、電話や書信

によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶
版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでPDFもご利用
いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「黄料目

録」を備えてありますので、ご活用願います。以
下資料のご紹介を致します。

最近のロータリー情報より

◎「あなたにとってロータリーとは何か

◎「国際ロータリーの考え方」

◎「CLPアンケートについての考察」
◎「続まことのロータリアン」

◎「クラブの「多様性」について」

◎「P.F.ドラッカー5つの質問」
◎「中国「大国化』のなかでの日米関係」

◎「国際社会における日本の立場」

〇雪屈星閑．』．

改訂版」菅野多利雄 201223p 
［申込先：緑ヶ丘病院 FAX(022)366-6243] 

田村泰三 20121p(D.2710月信）
前田興実 20104p(D.2720月信）
大澤徳平 20121p(D.2640月信）
積 惟貞 20121 p(D.2620月信）
国永 秀男 20114p(D.2680地区大会記録誌）
松尾 文夫 20114p(D.2650地区大会記念誌）
青山 繁晴 20114p(D.2660地区大会記録）

［上記申込先：ロータリー文庫］

〒105-001]東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階 TEL(03)3433-6456・ FAX(03)3459-7506 
http:/ /www.rotary-bunko.gr jp 開館＝午前］0時～午後5時 休館＝土・日・祝祭日
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゜゚
5 

7 

゜3 
゜゚
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次ページから始まるマンガ『初期ロータリーを顧みて』は裏表紙からお読みください。 Governor's Monthly Letter -



ポールの逆境の少年期に、その性格に重大な影響を与えた人が三人います。

二
人
目
は
叔
母
の
夫
の
医
師

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
オ
ッ
ク
ス
で
し

．
茂
の
、
残
り
の
お
金
ー

な
ん
と
か
用
意
し
ま
す
の
で
、
も
う

待
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

困
っ
た
人
か
ら
の
治
療
費
の
請
求
な
ど
初
め
か
ら
念
頭
に

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
の
た
め
に
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
伯
父
の
生
活
態
度

は
、
感
じ
や
す
い
孤
独
な
少
年
ポ
ー
ル
に
、
他
人
に
対
す
る

思
い
や
り
と
献
身
が
人
生
を
ど
ん
な
に
明
る
＜
美
し
く
す

る
か
と
い
う
感
銘
を
植
え
つ
け
た
の
で
し
た
。

0 0 

゜
゜

。

゜
----- ． 

こ
の
人
は
た
ぶ
ん
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
の
こ
と
、
自
然
の
こ
と
を
夢
の
よ
う
に
語
り

伝
え
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

ポ
ー
ル
が
格
調
の
高
い
美
文
で
ロ
ー
タ
リ
—
の

思
想
を
世
に
と
い
た
の
は
、
こ
の
人
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

二

□
舅
I
J
[宏

い
い
え
、
残
り
の

お
代
は
払
わ
な
く
て

い
い
で
す
よ
。

-
＿
人
目
の
人
は
名
前
は
伝
わ
っ
て

ま
せ
ん
が
、
園
芸
家
で
し
た
。

一Governor'sMonthly Letter 
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こJ
I

 

で
感
じ
や
す
く
、
遊
び
の
中
に
も

思
議
な
統
制
力
を
持
っ
て
い
た

ぃ
—
い
ま
す

。

で。で、

三

の
悠
ー
ー
リ
ン
ト

こ
入
学
し
ま
し
た
。
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の
ー
無
罪
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ポ
ー
ル

一
言
も
言
い
訳
せ
す
に
退
学
し
ま
し
た
。
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新
入
生
に
カ
ツ
を

入
れ
た
仲
間
の
責

め
を
負
っ
て
退
学

し
ま
す
。

＼ニ
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し――云ー、一7

ポ
ー
ル
は
祖
父
の
遺
産
が
転
げ
込
む
こ
と
を
期

待
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
る
と
ポ
ー
ル
の
取
り
分
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

懐
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ル
は
こ
れ
を
釈
明

し
て
「
ポ
ー
ル
は
一
人

前
の
男
に
な
っ
た
の
だ

か
ら
、
あ
れ
は
あ
れ
に

任
せ
て
お
け
ば
よ
い
、

と
い
う
温
か
い
親
心
か

ら
私
の
い
た
だ
く
分
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
こ
と
を
私
は
誇

り
に
思
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
」
と
、
晩
年
述

そ
う
い
う
こ
と
で
学
資
が
続
か
な
く
な
っ
た
ポ
ー

ル
は
ま
た
大
学
を
辞
め
て
戻
っ
て
く
る
ほ
か
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ーニ

と
い
う
の
が
祖
父
の
本
音
だ
っ
た

の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

あ
ん
な
奴
に
金
を
く
れ
て
や
っ
て

も
、
挙
げ
句
の
果
て
は
何
を
し
で

か
す
か
分
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

—· 一、五□二二
l 

¥
-一Governor'sMonthlv Letter 



I故郷のシェルドン大五云云司

，＇
ー

／□
ー

ー

．

q0
>

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
退
学
し
た
ポ
ー
ル
は
、
故
郷
に

戻
っ
て
シ
ェ
ル
ド
ン
大
理
石
会
社
の
事
務
職
員
と
し
て

就
職
し
ま
し
た
。
実
は
こ
の
こ
と
が
、
彼
が
後
に
フ
ロ

リ
ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ
—
ク
の

大
理
石
会
社
に
勤
め
る
時
の
役
に
立
っ
た
と
い
い
ま
す
。

た
祖
母
は
、

ク
ス
が
引
き

L
 祖
父
に
先
立
た
れ
て
残
さ
れ

伯
父
の
フ
オ
ッ

取
り
ま
し
た
。

私
が
責
任
を

持
っ
て
預
か
る
よ
、

心
配
な
い
よ

ポ
ー
ル
。

J
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あ
な
た
の
た
め
に

な
る
も
の
。

そ
う
！
そ
れ
が
い
い
わ
。

行ア
くイ
こオ
とワ
に州
す立
る大
よ学
゜に

>\J ＼¥ 
ペ

う
ん
、
が
ん
ば
っ
て
く
る
よ
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

や
っ
ば
り
も
う
一
度

大
学
で
勉
強
し
て

み
た
い
ん
だ
け
ど
…

口

＼
 
f
 

[） 

／
 

＼
 

竺
[⑬

炉
ー

~
／

J

あ
り
が
と
う
！

ポ
ー
ル
、
あ
な
た
は
法
律
家
に

な
る
適
格
性
が
あ
る
よ
う
だ
か

ら
、
そ
の
つ
も
り
で
法
律
の
勉

強
に
力
を
入
れ
な
さ
い
。

今
ま
で
い
ろ
ん
な
人
に
こ
迷
惑
を
か
け
、
お
世
話
に
な
っ

て
、
世
の
中
の
人
々
に
大
き
な
貸
し
が
あ
り
ま
す
。

一

人
前
に
な
っ
た
ら
＿
生
懸
命
働
い
て
、
そ
の
借
り
を
返

す
よ
う
な
立
派
な
生
活
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ
。

一Governor'sMonthly Letter 



ハ
イ
、

乙

」
れ
も
。』ロ

一
ポ
ー
ル
は
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
に
行
く
際
に
、
当
時

振
興
都
市
で
あ
っ
た
シ
カ
ゴ
に
二
、
三
日
滞
在
し
、

そ
こ
で
故
郷
バ
ー
モ
ン
ト
州
で
は
見
ら
れ
な
い
文
明

と
悪
徳
と
犯
罪
の
同
居
し
た
姿
を
見
て
、
こ
の
複
雑

怪
奇
な
都
市
に
対
す
る
関
心
を
植
え
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
後
に
、
ポ
ー
ル
が
シ
カ
ゴ
に
住
み
着
く

ょ
う
に
な
る
心
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

彼
は
大
学
に
入
る
と
、
今
な
ら
さ
し

す
め
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
、
弁
護
士
事
務
所
で
法
律

事
務
の
修
習
を
や
り
、
そ
こ
で
働
き

な
が
ら
大
学
の
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。

三
三
「
一
_
＿
_
 

ロ：
ニ
ーー

、=

----- -~~-

こ
う
し
て
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
を
卒
業

ヽ ///--

ー

弁
護
士
試
験
に
も
合
格
し
て
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＼ ／ 
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し
か
し
、
彼
の
人
生
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
平

凡
で
は
あ
る
が
、
世
の
中
の
た
め
に
な
れ
と
励
ま
し

続
け
た
祖
母
も
大
学
在
学
中
に
亡
く
な
り
、
ポ
ー
ル

は
全
く
の
孤
独
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

ポ
ー
ル
の
ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
の
根
底
に
は
、
祖
父
母

か
ら
知
ら
す
知
ら
す
の
間
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
地
方
の
勤
勉
・
質
素
・
実
直
な
生
活
態
度
を
受
け

継
い
で
い
た
こ
と
が
大
い
に
預
か
っ
て
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
と
に
祖
母
の
愛
情
と
躾
が
彼
の
人
生
に

い
か
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
か
は
、
彼
の
晩
年

の
追
想
を
見
て
も
わ
か
る
と
こ
ろ
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
と
い
う
の
は
、
一
切
の
虚
飾
を
離

れ
、
平
凡
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
日
そ
の
日
の
生
活

に
全
力
を
捧
げ
る
と
い
う
原
理
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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